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地
域
の
伝
統
文
化
を

受
け
継
い
で

十
月
十

一
日
の
日
曜
日
、
町
内
の

隅
々
ま
で
祭
り
一
色
に
染
ま
り
、
行

く
先
々
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
は
、

獅
子
舞
太
鼓
の
音
や
、
神
輿
を
担
ぐ

男
達
の
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
/
ワ
ッ
シ
ヨ

イ
/
」
と
い
っ
た
掛
け
声
が
、

一
日

中
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

秋
祭
り
と
き
守
え
ば
、
本
来
十
月
十

五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
誰

し
も
が
こ
の
日
を
待
ち
こ
が
れ
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

時
代
の
流
れ
で
あ
ろ
う
か
、
今
年

は
第
二
日
曜
日
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
年
に
一

一度
の
祭
り
に
、

地
域
の
人
々
が
数
多
く
参
加
し
て
、

和
や
か
に
祭
り
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
、
何
よ
り
も
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
祖
よ
り
受
け
継

が
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化
を
、
み
ん

な
で
守
り
、
残
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

町の動き(10月1日現在)男4.971人(-1)女5.562人(+2)計10.533人(+1)世帯数3.313戸(+5) 
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補
正
総
額

八
千
三
百
三
十
三
万
四
千
円

9 /22~24 

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
な
ど

平
成
四
年
度
の
九
月
定
例
町
議
会

は
、
九
月
二
十
二
日
開
会
し
、
平
成

四
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
+
二
件
、

発
議
二
件
、
報
告
一
件
、
選
任
一
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
し
、
二
十
四
日
開
会

T
U
中小

fuhι

。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費

な
ど
総
額
八
千
三
一
百
三
十
三
万
四
千

円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

般

ふ
五

計

八
O
、
八
八
七
千
円

補
正
総
額

累
計
総
額三
、
六
八

O
、
六
七
八
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

行
政
財
産
管
理
費
(
別
館
床
修
繕
工

事

等

)

一

、

三
五
O
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費

(
ク
ロ
ツ
ケ

l
場
整
備
工
事
等
)

一O
、
O
四
O
千
円

農
業
振
興
費
(
ハ
ウ
ス
野
菜
産
地
振

興
事
業
費
補
助
金
等
)
九
、
三
人

一
千
円

農
地
費
(
保
免
農
道
改
良
工
事
等
)

五、

O
七
四
千
円

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
(
則

之
内

・
添
谷
農
道
工
事
等
)

二
八
、
四

O
二
一
千
円

林
業
振
興
費
(
北
方
海
上
地
区
治
山

工

事

等

)

二

、

0
0
0
千
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
(
土
口
久
見
奈

良
線
照
明
灯
工
事
等
)
四
、
五

O
O
千
円

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
費
(
天
神

烏
ノ
子
線
土
地
購
入
費
等
)

九
、
五

O
O
千
円

林
業
施
設
災
害
復
旧
費
(
林
道
梅
ヶ

谷
永
子
線
災
害
復
旧
工
事
費
等
)

一
、
四
九
三
千
円
な
ど

簡
易
水
道
特
別
会
計

施
設
整
備
に
係
る
工
事
用
原
材
料

費
等
で
補
正
総
額
は二
、
四
四
七
千
円

三
O
九、

0
0
二
千
円

累
計
総
額

議

案
〕

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
に
、
滑
川
の
和
田
正
計
氏
(
五
十
六

歳
)
を
任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め

た
も
の

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

新
し
い
教
育
委
員
に

手口

計
氏

田

正

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に

高
須
賀
正
博
氏

川
内
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員

後
藤
侍
次
郎
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う

新
し
い
教
育
委
員
に
、
弥
助
成
の
和

田
正
計
氏
(
五
十
六
歳
)
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

2-

任
期
は
、
平
成
八
年
九
月
ま
で
。

略
歴
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
住
所
大
字
滑
川
甲
二
四

O
六

マ

職

業

会

社

員

マ

略

歴

滑

川

小

P
T
A
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、
愛
媛
県
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
、
川
内
町
議
会

議
員
(
副
議
長
・
議
長
を
歴
任
)
な

ど
を
務
め
る
。

川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
梅
崎
壌
氏
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
に
、
竹
之
鼻
の
高
須
賀

正
博
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
須
賀
さ
ん
は
、
昭
和
五
年
四
月

五
日
生
ま
れ
の
六
十
二
歳
。
昭
和
二

十
三
年
県
立
西
条
農
業
学
校
を
卒
業

後
、
愛
媛
県
に
奉
職
。
松
山
地
方
局

総
務
調
整
部
福
祉
課
長
を
最
後
に
平

成
三
年
三
月
定
年
退
職
し
、
現
在
は

(
財
)
え
ひ
め
女
性
財
団
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
。

任
期
は
、
平
成
七
年
九
月
ま
で
。

』
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い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に
、
南
方
の
高
須
賀
正
博

氏
(
六
十
二
歳
)
を
選
任
す
る
た
め
同

意
を
求
め
た
も
の

O
平
成
四
年
度
土
地
改
良
総
合

整
備
事
業
井
内
中
野
地
区
圃

場
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
土
地
改
良
総
合
整
備

事
業
井
内
中
野
地
区
間
場
整
備
工
事

の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
超
え
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

(
内
容
)

契
約
金
額
/
二
一
千
百
九
十
三
万
円、

事
業
量
/
区
画
整
理
一
・
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
工
期
/
平
成
五
年
三
月
十
五

日
ま
で
、
契
約
の
方
法
/
指
名
競
争

入
札
、
契
約
の
相
手
方
/
株
式
会
社

三
浦
組
(
松
山
市
山
越
四
丁
目
四

一
一一一
一)

O
平
成
四
年
度
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
西
中
村
組
線
道
路

改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

平
成
四
年
度
緊
急
地
方
道
路
整
備

事
業
西
中
村
西
組
線
道
路
改
良
工
事

の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
超
え
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

(
内
容
)

• 契
約
金
額
/
三
千
二
百
二
十
三
万
九

千
円
、
事
業
量
/
幅
員
十
・

0
メ
ー

ト
ル
、
延
長

一
二
0
・
0
メ
ー
ト
ル

工
期
/
平
成
五
年
三
月
二
十
五
日
ま

で
、
契
約
の
方
法
/
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方
/
日
進
建
設
株
式
会

社
(
川
内
町
大
字
南
方
三
九
己
番
地
一
ユ
)

O
塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
整
備

工
事
の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
超

え
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た

も
の(
内
容
)

契
約
金
額
/
四
千
五
百
五
十
一
万
五

千
七
百
円
、
事
業
量
/
法
面
緑
化

面
積
三
・O
九

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
駐
車

場
造
成
面
積
七
七
一
平
方
メ
ー
ト

ル
工
期
/
平
成
五
年
三
月
十
二
日

ま
で
契
約
の
方
法
/
指
名
競
争
入

札
、
契
約
の
相
手
方
/
株
式
会
社
岡

崎
工
務
庖
(
松
山
市
福
音
寺
町
二
三

九
番
地
)

O
塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

舗
装
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

塩
ケ
森
「
ふ
る

さ
と
の
森
」
舗
装

工
事
の
予
定
価
格

が
三
千
万
円
を
超

え
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た

も
の(
内
容
)

契
約
金
額
/
四
千

九
百
十
三
万

一
千

円
、
事
業
量
/
舗

装
延
長
二
、

一

八
四
メ
ー
ト
ル
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

延
長
五
二
三
メ
ー

ト
ル
、
工
期
/
平

宮

成
五
年
三
月
十
二
日
ま
で
、
契
約
の

方
法
/
指
名
競
争
入
札
、
契
約
の
相

手
方
/
協
和
道
路
株
式
会
社
(
松
山

市
松
末
一
丁
目
一
番
地
五
号
)

O
平
成
三
年
度
川
内
町
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
し

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
議
員
発
議
〉

O
第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
に
関
す
る
意
見
書

第
十

一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

の
総
投
資
規
模
七
十
六
兆
円
の
確
保

並
び
に
道
路
整
備
財
源
の
充
実
な
ど

四
項
目
に
関
す
る
要
望
を
内
閣
総
理

大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
建
設
大
臣
ほ
か

関
係
省
庁
大
臣
宛
送
付
す
る
も
の

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

平
成
三
年
度
川
内
町
一
般
会
計
並

び
に
各
三
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

係
る
審
査
を
行
う
た
め
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の

こ
の
他
、
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
地
域
の
工
場
等
の
誘
致
計
画

e、に
係
る
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審

査
報
告
(
中
間
)
に
関
す
る
も
の
一
件

並
び
に
、
決
算
審
査
特
別
委
員
八
名

の
選
任
に
関
す
る
も
の

一
件
あ
り

仙雲
11芝田
サ里
ワの
ヨ
逝さ
くん

去
る
九
月
二
十
五
日
、
四
国
最

高
齢
者
の
仙
波
サ
ワ
ヨ
さ
ん
が
、

老
衰
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

一
O
八
歳
で
し
た
。

サ
ワ
ヨ
さ
ん
は
、
明
治
十
七
年

一一
月

一
日
、
当
町
松
瀬
川
横
灘
に

生
ま
れ
、
後
に
松
山
市
に
移
住
さ

れ
ま
し
た
が
、
約
八
年
前
か
ら
生

家
近
く
の
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
」
に
入
居
し
生
活

し
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
心
よ

り
ご
冥
福
を
・
お
祈
り
致
し
ま
す
。

タ‘，
R
惜

のも，
7

円
安
〕
副
塑
1

除
V
1
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
推

進
事
業
は
、

二
十

一
世

紀
の
川
内
町
を
築
く
た

め
の
住
民
活
動
や
住
民

の
学
習
活
動
を
支
援
し
、

町
の
将
来
を
担
う
人
宇
つ

く
り
ゃ
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
平

成
三
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
五
年

度
の
事
業
を
広
く
町
内

か
ら
募
集
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

。
補
助
を
受
け
ら
れ
る

方採
択
基
準
に
当
て
は

ま
る
住
民
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
団
体
、
個

人
を
問
い
ま
せ
ん
。

。
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決

定
し
ま
す
。

。
申
込
期
限

平
成
四
年
十
一
月
三

十
日

。
提
出
先
及
び
間
合
わ
せ

役
場
総
務
課
企
画
係

含
六
六
|
一
一
二
三

一

内

線

二

八

有
線
一
一
一
一

川内町ふるさとづくり推進事業補助金の手続き

補助を希望される方 町

① 計画書の提出 ~J ② 事業採択、通知

③ 補助申請書提出 ④ 審査、決定、通知

⑤ 実績報告書提出〆----て ⑥ 審査、補助額決定、通知

⑦ 補助金請求書提出 ζ 二二; ⑧ 補助金交付

〈
採
択
基
準
〉

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ

の
事
業
が
、
地
域
に
根
づ
い
た
活
力

や
資
源
を
活
用
し
て
、
自
主
的
な
学

習
や
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
潤
い
と
活
力
あ
る
川
内

町
の
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思
わ

れ
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

川
内
町
が
二
十
一

世
紀
に
向
け
て

発
展
す
る
た
め
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
う
る
人
の
学
習
活
動
、
研

修
会
、
現
地
研
修
等

②
産
業
育
成
振
興
事
業

生
産
活
動
の
向
上
、
経
営
の
安
定

化
、
就
業
の
促
進
等
が
図
れ
る
次
の

よ
う
な
事
業

ィ
、
特
産
品
の
試
作
、
開
発
等
の
調

査
研
究

口
、
新
規
品
種
の
導
入
、
新
技
術
経

営
導
入
等

ハ
、
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
調
査

研
究
、
研
修
等

ニ
、
産
業
振
興
及
び
産
業
活
性
化
を

目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

事
業

ホ
、
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
必
要
と

認
め
る
産
業
振
興
事
業

③
郷
土
文
化
保
存
伝
承
事
業

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
伝
統
行
事
等

を
保
存
、
伝
承
及
び
、
ま
ち
守
つ
く
り

に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
事
な

ど
の
開
催
等

④
自
ら
行
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

地
域
、
団
体
等
(
概
ね
十
名
以
上

の
恒
常
的
な
組
織
等
)
と
創
意
と
工

夫
に
基
づ
く
自
主
的
な
諸
活
動
に
よ

る
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
、
活

力
あ
る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

等⑤
ふ
る
さ
と
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
事
業

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
又

は
行
事
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄
与
す
る

よ
う
な
行
事

⑥
地
域
間
交
流
事
業

新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る
国
際

化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
そ
し
て
都

市
化
の
進
行
に
対
し
た
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
寄
与
す
る
地
域
聞
の
交
流
、

そ
し
て
、
姉
妹
町
の
き
ず
な
を
さ
ら

に
深
め
姉
妹
町
相
互
の
発
展
と
有
効

に
寄
与
す
る
交
流

4 
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新
し
い
愛
媛
農
業

「
|
確
量
運
動
を
め
ざ
し
陀
ノ
・

近
年
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
の
国
際
化
や
担
い
手

の
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域
レ
ベ

ル
で
農
業
に
対
す
る
自
主
的
な
取
り

組
み
の
気
運
が
芽
生
え
始
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
気
運
を
、
具
体
的
な

運
動
目
標
を
持
っ
た
全
県
的
な
実
践

運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
も
の
が
、
二
十
一
世
紀
を
目

指
し
た
新
し
い
愛
媛
農
業
確
立
運
動

で
す
。
先
月
号
で
は
、
こ
の
運
動
の

目
指
す
方
向
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
よ

り
、
そ
の
第
2
弾
と
し
て
こ
の
運
動

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
生
産
者
、

農
業
団
体
及
び
行
政
の
役
割
分
担
や

実
践
運
動
の
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
詳
し
く
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
の
役
割
分
担
と
は
?

新
し
い
愛
媛
農
業
確
立
運
動
は
、

生
産
者
、
農
業
団
体
、
市
町
村
の
関

係
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
お
互
い
に
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
生
産
者
の
役
割
分
担
ム

*
実
践
運
動
実
施
の
た
め
の
意
識

改
革
、
意
識
啓
発

*
集
落
レ
ベ
ル
の
運
動
組
織
の
結

成
と
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

*
集
落
実
践
運
動
計
画
の
策
定

*
運
動
推
進
に
必
要
な
各
種
研
修

活
動
の
実
施

*
農
業
機
械
の
共
同
利
用
、
農
地

の
流
動
化
、
新
技
術
の
導
入
な

ど
集
落
活
動
へ
の
取
り
組
み
強

化
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

マ
農
業
団
体
の
役
割
分
担
ム

*
懸
垂
幕
や
立
て
看
板
等
の
懸
垂

設
置

*
P
R
用
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布

*
農
業
団
体
の
広
報
誌
、
刊
行
誌

等
の
活
用
に
よ
る
P
R

*
役
職
員
の
名
刺
へ
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
印
刷
、
押
印

*
運
動
推
進
の
た
め
の
全
県
レ
ベ

ル
で
の
営
農
団
地
協
議
会
、
婦

人
会
、
各
作
物
別
研
修
会
等
の

開
催

*
運
動
重
点
推
進
モ
デ
ル
集
落
設

置
の
た
め
の
指
導
的
役
割
の
発

箇宇
み
企
』

*
集
落
実
践
運
動
計
画
策
定
へ
の

指
導
・
助
言
・
支
援

*
集
落
実
践
運
動
活
動
へ
の
支
援

等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

マ
市
町
村
の
役
割
分
担
ム

*
懸
垂
幕
や
立
て
看
板
等
の
役
場
、

公
民
館
等
へ
の
懸
垂
、
設
置

'1r 

*
農
林
関
係
印
刷
物
や
封
筒
へ
の

印
刷
、
押
印

*
職
員
の
名
刺
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
l
ズ
の
印
刷
、
押
印

*
市
町
村
主
催
の
集
会
、
座
談
会

等
の
開
催
及
び
こ
れ
ら
の
会
議

で
の
周
知
徹
底

*
旦
ハ
体
的
な
集
落
実
践
運
動
計
画

づ
く
り
等
の
た
め
の
研
修
会
の

開
催
や
現
地
指
導
の
実
施

*
運
動
推
進
の
た
め
の
大
会
、
研

修
会
、
座
談
会
等
の
開
催

*
市
町
村
の
実
践
運
動
計
画
づ
く

り
*
運
動
重
点
推
進
モ
デ
ル
集
落
設

置
の
た
め
の
指
導
的
役
割
の
発

揮
*
モ
デ
ル
集
落
実
践
運
動
計
画
策

定
へ
の
指
導
・
助
言
・
支
援

*
モ
デ
ル
集
落
実
践
運
動
活
動
へ

の
支
援
等
の
取
り
組
み
を
進
め

る。

マ
県
の
役
割
分
担
ム

*
運
動
の
基
本
方
針
や
実
践
マ
ニ

ユ
ア
ル
の
策
定

*
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
の
制
定

と
こ
れ
を
用
い
た
運
動
の
普
及

.
啓
発

-J 
*
県
主
催
の
大
会
、
研
修
会
等
で

の
運
動
の
普
及
・
啓
発

*
実
践
運
動
計
画
づ
く
り
等
の
た

め
の
研
修
会
の
開
催
や
現
地
指

導
の
実
施

*
運
動
重
点
推
進
モ
デ
ル
集
落
の

市
町
村
、
農
業
団
体
、
生
産
者

組
織
の
主
催
す
る
大
会
、
研
修

会
等
へ
の
県
運
動
推
進
関
係
者

の
参
加

*
運
動
項
目
実
践
に
向
け
た
各
種

施
策
化
の
実
施
等
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

一創造で築け、明日の愛媛農業一

-5 



校
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
ザ

た
。
そ
の
こ
と
を
友
だ
ち
に
話
す
と
許

「
私
も
、
に
た
よ
う
な
こ
と
け
い
け
向

ん

し

た

ん

よ

己

向

と
い
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
日

「

え

っ

!

」

叩

と
さ
け
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
0

・
・
世

だ
っ
て
私
だ
け
、
こ
の
世
の
中
で

一
番
問

ふ
幸
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
向

・
:
:
同
じ
よ
う
な
け
い
け
ん
を
し
た
吋

子
が
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
出

「私
は
、
よ
く
仲
間
は
ず
れ
に
な
る
引

の
。
そ
れ
も
、
毎
日
く
ら
い
。
私
が
足
許

が
遅
い
こ
と
を
し
っ
て
ね
:
:
:
己

向

「
そ
ん
な
、
ひ
ど
い

f
」

円

と

思

い

ま

し

た

。

日

で
も
、
や
っ
ぱ
り
く
や
し
く
て
、
明

石
を
ひ
ろ
っ
て
は
地
面
に
な
げ
つ
け
静

ま

し

た

。

世

@
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向
で
も
、
地
面
は
、
い
つ
も
と
変
わ

向
ら
ぬ
顔
を
し
て
、
に
こ
や
か
な
す
ず

却
し
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

明
地
面
を
見
て
い
る
と
、
た
た
か
れ
た

や
こ
と
な
ん
か
で
、
す
ね
て
い
る
な
ん

向
て
ば
か
ら
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
、
ク

向
ス
ッ
と
わ
ら
い
ま
し
た
が
、
先
生
に

日
言
う
べ
き
か
、
そ
の
子
が
お
こ
ら
れ

明
る
と
か
わ
い
そ
う
だ
し
、
ま
た
し
か

世
え
し
が
く
る
の
が
こ
わ
く
て
、
先
生

点
に
も
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
も

円
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

吋
私
も
、
し
ら
な
い
所
で
だ
れ
か
を

叩
き
ず
つ
け
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

ザ
仲
間
に
入
れ
て
あ
げ
な
か
っ
た
り
。

世
「
あ
の
人
、
い
や
よ
1

」

間
と
も
言
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

町
が
き
ず
つ
け
て
、
あ
や
ま
っ
て
い
な

吋
い
人
、

時
「
ご
め
ん
な
さ
い
己

世
本
当
に
、
心
か
ら
あ
や
ま
り
ま
す
。

世
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い

向
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
、

ご
め
ん
な
さ
い
」

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま

す。
一
つ
日
は
、
仲
間
に
入
れ
て
く
れ

主
Z
F泊
t
f
F
Z
Z下
生
』
下
泊
予
生
子
生
z
t
p
Z
J
F弘
子
生
子
生
P
判
官

J
t
f
t
p主
J
F主
f
t
f
F判
官

P
辻一

な
か
っ
た
ら
す
ぐ
す
ね
ず
に
、
そ
の
由

子
に
な
に
か
わ
る
い
こ
と
を
し
て
な
吋

い
か
ど
う
か
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
日

こ

と

で

す

。

相

二
つ
目
は
、
い
つ
も
仲
間
の
中
に
世

は
い
っ
て
遊
べ
ず
、
一
人
で
遊
ん
で
向

い
る
子
を
ど
ん
ど
ん
さ
そ
っ
て
遊
び
向

た

い

で

す

。

吋

三
つ
目
は
、
だ
れ
と
も
な
く
こ
ま
却

っ
て
い
る
人
を
た
す
け
た
い
で
す
。
世

こ
の
目
標
を
、
自
分
な
り
に
が
ん
点

ば

っ

て

い

き

た

い

で

す

。

間

作
文
で
こ
の
こ
と
を
い
え
て
、
心
日

も
体
も
か
る
く
な
っ
た
し
、
す
っ
と
日

す
き
と
お
っ
た
み
た
い
に
、
す
っ
き
4

り
し
ま
し
た
。
こ
の
け
い
け
ん
を
い
#

か
し
て
、
友
だ
ち
に
、
や
さ
し
く
し
持

た

い

で

す

。

円

第
ロ
回

川
内
町
獅
子
舞
競
演
会
一

O
/
O
一
川
内
保
育
園
で
は
、
例
年
秋
祭
り

1
/
1
向
を
前
に
、
園
児
達
に
よ
る
手
作
り
お

岨
・
哩
咽
面

、
哩

斗
l
d
向
み
こ
し
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

圃
・
司
吊
融
調
副
F

ι

」
ザ
も
。
若
貴
み
こ
し
。
ゃ
。
ア
ン
パ
ン

園
周
停
泊
掴

圃

彊

一/

コ

マ
ン
み
こ
し
々
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ

a
E
K園
開

翠

コ

一
一
ク
タ
l
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て

圃
・
』
同
岨
咽
，
E
J

コ
ご

見
事
に
完
成
し
た
お
み
こ
し
は
、
早

・・4E竃
圏

、
}
日
速
、
年
長
組
の
園
児
た
ち
約
五
十
名

園
随
盟
一

哩

「
』
四
時
余
り
が
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
心
身

圃
圃
盟
問
川

崎

-

h
証
明
障
害
者
療
養
施
設
コ
ニ
恵
ホ
ー
ム
」
を

L
同
国
僻
通
関
軍
お
-L
AEE
組

幹
訪
れ
、
+
父
流
を
深
め
ま
し
た
。

『

a'凶
園
田
』
幅

一
愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
mu
松
山
地
方
大
会
開
く

』
秋
晴
れ
の
下
、
勇
壮
で
華
や
か
な
向

じ
舞
い
を
演
ず
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
日
去
る
十
月
四
日
目
愛
媛
ス
ポ
レ
ク

一
世
祭
m
k
松
山
地
方
大
会
が
、
松
山
市
上

一
時
野
町
の
県
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、

一
山
本
町
か
ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
八

一日

種
目
に
八
十
四
名
の
選
手
が
出
場
し
-
、

一日

各
競
技
と
も
力
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー

ザ
で
、
熱
戦
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。

世
主
な
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

間
交
ク
ロ
ッ
ケ
|
(
一
般
の
部
)

間

優

勝

向
大
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
(
二
部
)

開

準

優

勝

安
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
準
優
勝

庁
手
作
り
お
み
こ
し
u
で
『
三
恵
ホ
l
ム
』
慰
問

叩
/
ワ

叩
/
4

ゴ
ク
口
ッ
ケ
l
一
般
の
部
で
見
事
一

正
位
と
な
っ
た
チ
l
ム
の
皆
さ
ん

O
河
之
内
保
存
会

O
永
野
保
存
会

O
惣
田
谷
保
存
会

O
前
松
瀬
川
保
存
会

O
南
方
西
保
存
会

O
土
谷
保
存
会

O
和
田
丸
保
存
会

O
井
内
保
存
会

O
北
方
保
存
会
(
中
学
生
)

O
保
免
・
一
ケ
谷
保
存
会

O
北
方
保
存
会
(
大
人
)

*演技参加団体*
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A

一
A

E

貝委育教

今
年
九
月
か
ら
学
校
週
五
日
制
が
施
行
さ
れ
、
町
内
各
幼

・
小
、
中
学
一

一
校
で
も
月
一
回
、
第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
十
二
日
は
一

一
そ
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
休
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
{
杢
庭
で

一
は
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

川
内
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
制
度
の
施
行
を
前
に
、
町
内
の
各
幼
一

一
小
中
学
校
別
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
七
O
四
件
の

一
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
集
計
を
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

一

一
お

り

結

果

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

I
・
学
校
が
土
曜
休
日
と
な
っ
た
場

合
、
各
家
庭
で
、
当
日
誰
か
が
家
に

い
ま
す
か
。

①
い
る

②
い
な
い

③
そ
の
他

④
無
回
答

七
七
・
三
%

一
八
・
O
%

四

・
五

%

0
・
二
%

(Iの
一
)

I
の
質
問
に
①
と
答
え
た
人
は
、

誰
が
家
に
い
ま
す
か
。
答
え
は
、
複

数
(
二
つ
以
上
)
に
な
っ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

①
父
②
母
③
祖
父

④
祖
母

⑤
そ
の
他

一
六
・

一
%

五
八
・
O
%

一
八

・
五

%

三
四

・
五

%

四
・
O

%

(I
の
一
一
)

I
の
質
問
に
②
と
答
え
た
人
は
、

子
供
を
ど
の
様
に
過
ご
さ
せ
ま
す
か
。

答
え
は
、
複
数
に
な
っ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

①

家

で

留

守

番

一

五

・
九

%

②
習
い
事
、
塾
に
行
か
せ
る
一

六

%

③
誰
か
に
預
け
る

④
そ
の
他

-
六

%

7
0
%
 

E
・
学
校
が
五
日
制
に
な
っ
た
場
合

子
供
の
自
由
に
な
る
時
聞
が
増
え
て

き
ま
す
が
、
そ
の
時
聞
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
せ
た
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
、

特
に
大
事
に
し
た
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
次
の
中
か
ら
三
つ
程
度
選
ん
で

下
さ
い
。

①

家

庭

学

習

四

一・

六

%

②

読

書

一

八

・
三
%

③
自
由
研
究
的
学
習

八

・
五

%

④

学

習

塾

二

・
六

%

⑤

習

い

事

三

・
六

%

⑥

趣

味

二

二

・
六

%

⑦
ス
ポ
ー
ツ
活
動
コ
二

・
八

%

⑧

本

人

の

自

由

五

四

・
一
%

⑨
塞
挺
作
業
の
手
伝
い
五
二

・
七

%

⑪
地
域
活
動
、
奉
仕
活
動
等
の
社
会

参

加

活

動

一

二

・一
二
%

⑪
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
等

一
四

・
六

%

⑪

そ

の

他

二

・
一
%

皿
・
自
由
時
聞
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
供
の
非
行
な
ど
が
増
加
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
向

き
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ど
う

お
考
え
で
す
か。

①
多
く
な
る

②
変
わ
ら
な
い

③
少
な
く
な
る

④
何
と
も
い
え
な
い

⑤
無
解
答

一
九

・
六

%

三
五

・
五

%

0
・
七

%

四
二
了
八
%

0
・
四
%

(皿の

ご

E
の
質
問
に
①
と
答
え
た
人
は
、

ど
ん
な
非
行
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
か
。

①
家
出

②
深
夜
俳
個

0
・
七

%

七

・
0
%

③
飲
酒

0
・
九

%

④
喫
煙

一・

八

%

⑤

怠

学

三

了

六

%

⑥
恐
喝

0
・
七

%

⑦

不

良

交

友

一

0
・
五

%

⑧

た

か

り

一

・
四

%

⑨
薬
物
乱
用
(
シ
ン
ナ
ー
等
)0
・
九

%

⑪
窃
盗
(
万
引
き

・
自
転
車
盗
・

オ
ー
ト
バ
イ
盗
等
)
四

・
一
%

⑪
そ
の
他

0
・
七

%

8 ~ 

N
・
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
る

と
子
供
の
自
由
な
生
活
時
聞
が
多
く

な
り
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
地
域

ぐ
る
み
で
考
え
、
協
力
や
支
援
を
し
て

い
た
だ
く
、
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
と
し
て
、
ど
ん
な
活
動

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
地

域
の
実
情
か
ら
、
特
に
重
要
な
も
の

を
三
つ
程
度
選
ん
で
下
さ
い
。

①
ス
ポ
ー
ツ
活
動

②
奉
仕
活
動

③
地
区
子
供
会
活
動

④
自
然
を
守
る
活
動

⑤
体
験
学
習
活
動

⑥
ふ
る
さ
と
探
訪

⑦
読
書
活
動

四
一

・
三
一
%

一二二

・
O

%

二
二

・
九

%

一
六

・
一
二
%

三
九

・
五

%

八

・
八

%

一
一・

一
%



一.

⑧
趣
味
の
ク
ラ
ブ
活
動

一
九

・
二

%

⑨
学
校
施
設
の
利
用

一二
三

・
八

%

⑪

文

化

活

動

七

・

五

%

⑪
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
等

一
一
・
四

%

⑫
父
母
の
会
が
中
心
と
な
り
遊
び

指

導

二

・
六

%

⑪
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
(
三
世
代

ふ

れ

あ

い

)

九

・
七

%

⑪
現
在
の
日
曜
実
施
の
行
事
を
土
曜

に
し
、
日
曜
は
家
庭
に
任
せ
る

二
七

・
六

%

三

・
O

%

⑪
そ
の
他

v・
地
域
の
こ
の
よ
う
な
取
組
み
に

つ
い
て
、
あ
な
た
は
地
域
の
一
員
と

• し
て
何
等
か
の
形
で
役
立
ち
た
い
と

お
考
え
で
す
か
。

①
考
え
て
い
る

②
特
に
考
え
て
い
な
い

③
何
と
も
い
え
な
い

④
無
回
答

二二

7
0
%

四
一
一
・
O

%

一一二

・
五

%

三
・

五

%

wu
.
土
曜
日
が
休
日
と
な
っ
た
場
合

の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

{
杢
庭
で
話
題
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

①
い
つ
も
し
て
い
る

②
と
き
ど
き
し
て
い
る

③
し
た
こ
と
は
な
い

④
無
回
答

一
了
四
%

五一

・
O

%

四
五

・
二

%

一
・
四

%

m
M
・
土
曜
日
が
休
日
と
な
る
と
良
く

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、

次
の
中
か
ら
三
つ
程
度
選
ん
で
下
さ

、。
'
L
V
 

①
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
る

五
回

・
七

%

②
ゆ
っ
く
り
休
養
が
出
来
る
五
七

・
七

%

③
子
供
自
身
が
生
活
を
充
実
さ
せ
る

二二

・
四

%

④
友
達
と
良
い
付
き
合
い
が
増
え
る

二
七

・
O

%

⑤
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

三
六

・
二

%

⑥
家
庭
学
習
の
時
聞
が
増
え
る

一
二・

一
%

⑦
自
主
的
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る

五
・
五

%

⑧

読

書

が

増

え

る

七

・
七

%

⑨
自
由
研
究
が
出
来
る
二

・
三

%

⑪
趣
味
や
習
い
事
が
し
や
す
い

二
0
・
七

%

ニ
・0
%

八
・
一
%

二
・
八

%

⑪
塾
に
通
い
や
す
い

⑫
通
院
し
や
す
い

⑪
そ
の
他

四
・
土
曜
日
が
休
日
に
な
る
と
困
る

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
次
の

中
か
ら
三
つ
程
度
選
ん
で
下
さ
い
。

①
学
習
の
遅
れ
や
学
力
の
低
下
が
生

ず

る

一

一

二

了

七

%

②
塾
通
い
が
増
え
る
一

二
了

二

%

③
家
庭
学
習
の
時
聞
が
減
る三

・
四

%

④
手
伝
い
な
ど
を
し
な
く
な
る一・
0
%

⑤
テ
レ
ビ
や
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
の
時

聞

が

増

え

る

六

八

・
五

%

守

⑥
遊
び
時
間
が
増
え
る
四
三
・
O
%

⑦
友
達
が
無
駄
に
集
ま
る
こ
と
が
多

く

な

る

一

二

一

了

九

%

⑧
連
休
と
な
る
た
め
生
活
が
ル
l
ズ

に

な

る

五

七

・
七

%

⑨
と
か
く
良
く
な
い
こ
と
を
す
る
よ

う

に

な

る

三

・
六

%

⑪

そ

の

他

七

・
一
%

ム

-T-T
-I
-T
-I-T
-VA
・I

・A-v

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
て
、
皆

さ
ん
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ま

し
で
も
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て

聞
も
な
い
こ
と
か
ら
課
題
も
数
多
く

あ
る
よ
う
で
す
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
担
う
子

供
た
ち
を
、
よ
り
確
か
な
人
間
形
成

へ
と
導
け
る
よ
う
社
会
全
体
で
見
守

れ
ノ
宇
品

1
M

よ、っ。

....~ 

暴力団に関する困りごと相談

(0899) 32-8930 
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同和教育

み
ん
怠
の
幸
せ
を

願
力

τ
|教育委員会

ー

l
自
然
認
識
と
芸
術
認
識
に
つ
い
て
|
|

八
月
号
で
、
一
言
語
認
識
と
社
会
認

識
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
今
月
は
、
自
然
認
識
と
芸
術
認

識
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

自
然
認
議
と
は

自
然
現
象
の
中
に
真
実
の
姿
を
発

見
し
、
そ
こ
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
法

則
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

同
時
に
、
「
す
じ
道
を
立
て
て
考

え
る
」
教
育
に
よ
っ
て
、
現
実
の
社

会
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
こ
に
存
在

す
る
問
題
を
解
決
す
る
力
を
も
た
せ

よ
う
と
す
る
教
育
の
営
み
で
す
。

こ
れ
は
「
自
然
を
正
し
く
見
る
能

力
」
や
「
じ
っ
く
り
と
も
の
を
考
え

て
行
動
で
き
る
力
」
を
培
う
こ
と
を

中
心
と
し
た
教
育
で
あ
り
、
何
が
差

別
で
あ
る
か
、
そ
の
差
別
が
ど
の
よ

う
な
し
く
み
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
な
ど
を
正
し
く
認
識
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

ま
た
、
同
和
地
区
の
生
活
の
現
実

や
身
の
ま
わ
り
の
諸
問
題
と
結
合
し

た
教
育
を
追
求
す
る
な
か
で
、
矛
盾

を
見
抜
き
、
自
然
科
学
を
手
立
て
と

し
て
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
追
求
す

る
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

こ
の
力
が
、
自
然
認
識
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

芸
術
認
議
と
は

芸
術
認
識
は
、
一
言
語
認
識
、
社
会

認
識
、
自
然
認
識
を
踏
ま
え
て
、
自

然
や
人
間
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
力

を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
と
こ
ろ

か
ら
豊
か
な
感
性
が
育
ち
、
創
造
性

に
富
む
個
性
豊
か
な
人
聞
が
、
育
っ

て
い
き
ま
す
。

と
り
わ
け
、

同
和
地
区
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
差
別
の
歴
史
性
、

社
会
性
の
中
で
感
動
す
る
心
を
う
ば

わ
れ
、
表
現
す
る
力
を
う
ば
わ
れ
て

い
る
中
で
、
豊
か
な
表
現
力
を
保
障

し
て
い
く
学
校
教
育
の
営
み
を
芸
術

教
育
の
領
域
で
と
ら
え
て
い
る
の
で

す。
こ
れ
を
科
学
的
に
分
析
し
、
認
識

し
、
父
母
や
子
ど
も
の
要
求
を
ふ
ま

え
、
具
体
的
な
教
育
の
内
容
を
創
造

し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
を
芸
術
認

識
と
一
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
芸
術
認
識
の
営
み
は
、

子
ど
も
た
ち
が
親
の
暮
ら
し
ゃ
労
働
、

た
た
か
い
の
歴
史
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
問
、
ざ
さ
れ
て
い
た
心
を
解
き
放

ち
、
感
性
を
と
り
返
す
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
も
の
で
す
。
差
別
と
抑
圧
の

な
か
で
し
か
自
己
を
表
現
で
き
な
か

っ
た
子
ど
も
が
、
真
の
自
分
を
発
見

し
、
人
の
思
い
や
痛
み
を
深
く
理
解

す
る
こ
と
の
で
き
る
想
像
力
を
身
に

つ
け
、
ご
と
ば
を
絵
画
あ
る
い
は
、

演
劇
な
ど
に
よ
っ
て
自
己
を
表
現
し
、

豊
か
な
創
造
性
を
獲
得
し
て
い
く
道

筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
芸
術

認
識
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
に
参
加
し
て

「
こ
の
本
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
各

地
域
で
輪
読
会
を
し
て
み
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
o
」

と
、
中
予
地
区
研
修
会
で
、
県
婦
人

連
合
会
の
日
野
豊
会
長
が
、
示
さ
れ

た
の
は
、

人
生
百
年

ボ
ケ
・
ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
で

さ
い
ご
は
一
週
間

れ予・ンた と
ま防・ポ北まい
しで・ジ条たう
たき・ウ市 、長
。る・ムで先い
と」の日題
いで「行名
うも寝かの
こ、たせ本
と寝・きてで
をた・りいし
力き・防たた
説り・止だ
さは・シい

10← 

寝
た
き
り
に
な
る
わ
け
は
、
脳
卒

中
と
骨
折
が
大
多
数
と
か
。
そ
の
予

防
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

食
事
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

先
ず
、
正
し
い
食
事
の
七
か
条
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

二
日
に
食
べ
る
食
品
の
目
安
)

①
肉
類

l
一
皿
(
五

0
グ
ラ
ム
を
基

準
に
脂
肪
の
少
な
い
も
の
)

②
魚
貝
類

l
二
皿
(
肉
の
二
倍
を
日

安
に
、
青
魚
が
良
い
)

③
牛
乳

1
コ
ッ
プ
二
杯

④
野
菜
類

l
毎
食
(
三
食
の

う
ち
一
食
は
生

野
菜
、
二
食
は

火
を
通
し
た
も

の
)

⑤
豆
類

1
一
皿
(
納
豆
・
煮

豆
・
豆
乳
)

⑥
卵

1
一
個

⑦
漬
け
も
の
は
、
塩
分
が
高

い
の
で
な
る
べ
く
控
え
る
。@
 

食事で防ごう「ボケ」と「寝たきり」
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味
噌
汁
は
、
具
を
多
く
し
て
二
杯

ま
で
。
(
汁
よ
り
具
を
食
べ
る
)

こ
の
七
か
条
を
目
安
と
し
て
海
草
・

果
物
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
楽
し
い
食
事
に
な
る
よ
う
、
創
意

工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

野
菜
が
い
い
、
肉
が
い
い
、
あ
る

い
は
魚
が
い
い
か
ら
と
言
っ
て
、
こ

れ
に
固
執
し
て
、

「
こ
れ
さ
え
食
べ
て
お
れ
ば

・
:
」

な
ど
と
思
い
込
む
の
は
、
愚
の
骨
頂

だ
そ
う
で
す
。

栄
養
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ

く
ま
で
も
バ
ラ
ン
ス
と
調
和
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と

の
事
で
し
た
。

こ

っ

そ

し
主
事
し
b

う

骨
粗
野
松
症
の
懸
と
は
、
大
根
に
怒

(
す
)
が
入
っ
た
よ
う
に
骨
が
ス
カ

• ス
カ
に
な
る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め

骨
が
も
ろ
く
簡
単
に
折
れ
た
り
、
つ

ぶ
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
の
骨
粗

緩
症
は
、
女
性
の
か
か
る
率
が
高
い

そ
う
で
す
。
こ
れ
の
予
防
は
何
と
い

っ
て
も
牛
乳
だ
そ
う
で
す
。

O
麦
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
が
わ
り
に
飲
み
、

シ
チ
ュ
ー
を
作
る
な
ら
、
水
の
か

わ
り
に
牛
乳
を
ど
ん
ど
ん
使
う
。

味
噌
汁
に
も
、
い
い
そ
う
で
す
。

O
牛
乳
ば
か
り
で
な
く
、
乳
製
品
も

い
い
よ
う
で
す
。

O
今
ま
で
午
乳
を
飲
め
な
か
っ
た
人

は
、
ま
ず
小
さ
じ

一
杯
か
ら
飲
み

始
め
る
と
よ
い
そ
う
で
す
。
あ
せ

ら
ず
、
気
長
く
、

三
一か
月
ぐ
ら
い

か
け
て
コ
ッ
プ
一
杯
が
飲
め
る
よ

う
に
す
る
事
を
目
標
に
す
る
と
、

Q: 1日のカルシウム必要量
は、牛乳でどれくらいだ
と思いますか?

600 

200 

飲
め
だ
す
そ
う
で
す
。

O
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
と
い
う
人

も
、
な
れ
る
と
体
が
な
じ
み
、
飲

め
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

O
に
お
い
が
い
や
な
人
は
、
コ
ー
ヒ

ー
や
紅
茶
を
入
れ
て
、
飲
む
工
夫

を
す
る
と
い
い
そ
う
で
す
。

「私
は
小
魚
を
食
べ
て
い
る
か
ら
、

大
丈
夫
で
す
」

と
い
っ
て
安
心
す
る
の
は
、
危
険
だ

そ
う
で
す
。

牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う。

な
お
、
高
血
圧
や
骨
粗
怒
症
な
ど

の
予
防
に
限
ら
ず
、
健
康
の
維
持
と

増
進
に
は
、
①
栄
養
②

一
日
七

1

八
時
間
の
睡
眠
を
含
ん
だ
休
養
を
と

る
事
。
③
普
段
か
ら
体
を
よ
く
動
か

す
事
(
で
き
れ
ば
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
な

ど
)
の
三
つ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
と

し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ケ
な
い
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
予
防
は
、
年
老
い
て
か
ら
で
は
お

そ
い
の
で
す
。
四
十
才
か
ら
の
日
々

の
積
み
重
ね
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
。
そ

う
し
て
健
康
家
族
を
目
指
し
ま
し
ょ

、ハノ。

生V
活L
写排
8水

i
川
の
よ
ご
れ
の

原
因
は
i

「生
水
を
飲
む
な
」
と
は
海
外
旅

行
の
常
識
。
(
最
近
は
飲
料
で
き
る
国

も
あ
る
よ
う
で
す
が
)
。

「朝
一
杯
の

水
は
通
じ
を
よ
く
す
る
」
と
は
日
本

の
常
識
。

日
本
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
に
比
べ
上
水
の
普
及
は
進
ん
で
い

ま
す
が
、
汚
水
処
理
の
施
設
整
備
が

大
変
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
確
か
に
私
た
ち
は
手
軽
に
水
を

使
う
こ
と
が
で
き
、
水
質
も
良
い
と

い
う
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
た
く
さ
ん

水
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

言
い
換
え

れ
ば
そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
汚
水
を

流
す
と
い
う
こ
と
で
、
汚
水
処
理
の

施
設
整
備
の
遅
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、

川
や
海
を
汚
染
し
て
い
る
の
で
す
。

水
を
汚
す
の
も
き
れ
い
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
も
、
私
た
ち
な
の

で
す
。
こ
の
た
め
各
地
で
様
々
な
思

考
を
こ
ら
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て

ベタい
ま
す
。

例
え
ば
、
熊
本
県
で
は
、
市
街
地

の
拡
大
と
下
水
道
の
未
整
備
に
よ
る

河
川
や
湖
の
水
質
汚
染
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
対

策
と
し
て
、
身
近
で
し
か
も
早
く
で

き
る
も
の
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

木
炭
の
持
つ
浄
化
機
能
に
着
目
し
、

浄
化
を
試
み
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
の
灘
神
戸
生
協
で
は

排
水
チ
ェ
ッ
ク
運
動
を
実
施
し
、
毎

日
の
生
活
様
式
を
見
直
し
、
排
水
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
る
そ
う
で

す。
さ
ら
に
千
葉
県
の
柏
市
家
庭
排
水

対
策
協
議
会
で
は
、
各
町
内
ご
と
に

道
路
の

U
字
型
側
溝
の
そ
ば
に
泥
箱

を
設
置
し
、
土
や
ヘ
ド
ロ
の
河
川
へ

の
流
入
防
止
を
図
っ
た
り
、
家
庭
で

で
き
る
浄
化
対
策
月
間
を
設
け
、
写

真
展
や
洗
剤
の
使
用
講
習
会
な
ど
を

開
き
、
汚
染
防
止
を
呼
び
か
け
て
い

る
そ
う
で
す
。

日
常
生
活
で
の
排
水
対
策

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
河
川
の
汚
染

原
因
の
約
七
割
は
家
庭
の
生
活
排
水

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
三

月
作
成
の
本
町
の
生
活
排
水
処
理
計@
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画
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う

ち
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
活
雑
排

水
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
ー
は
台
所
で
の
食
品
の
汚
れ
具

合
で
、
表
2
は
日
常
生
活
に
お
け
る

汚
染
源
と
そ
の
対
策
方
法
を
ま
と
め

て
み
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
す
べ

て
を
実
行
す
る
に
は
か
な
り
の
注
意

力
と
根
気
が
必
要
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
で
大

き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
に

つ
い
て
、
実
際
に
食
事
を
作
り
、
皿

(台所〉

食品の汚れぐあい

家庭で作る料理や使用する調味料などについては、その
まま台所に流すと、川や海の汚濁が進み、その汚濁を取り
戻すためには大量のきれいな水を必要とします。

例えば、下のような食田をそのまま流しだ場合|こは?

表 1

や
鍋
の
洗
い
方
で
汚
れ
の
度
合
を
実

験
し
た
あ
る
団
体
の
結
果
を
み
る
と
、

ハ
ン
バ
ー
グ
の
献
立
(
ハ
ン
バ
ー
グ
、

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー

プ
、
ご
は
ん
)
で
皿
や
鍋
を
拭
い
て

洗
っ
た
場
合
で
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

ト
ン
カ
ツ
の
献
立
(
ト
ン
カ
ツ
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ヒ
ジ
キ
、
み
そ
汁
)
で
は

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
汚
れ
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
流
し
台
の
排
水
孔
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ご
み
月
又
け
(
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
)
内
の
生
ゴ
ミ
を
た
め
ず
に
、

こ
ま
め
に
取
り
除
く
こ
と
で
、
ハ
ン
バ

ー
グ
の
献
立
で
は
七
回
パ
ー
セ
ン
ト
、

ト
ン
カ
ツ
の
献
立
で
は
三

O
パ
ー
セ

ン
ト
も
汚
れ
が
減
少
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
れ
は
あ
る
一
例
で
、
献
立
の
種

類
、
量
、
ま
た
ゴ
ミ
受
け
内
の
ゴ
ミ

の
種
類
に
よ
り
、
水
の
汚
れ
具
合
は

か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。
特
に
油
を

使
う
料
理
ほ
ど
汚
れ
が
大
き
い
よ
う

で
す
。

フ メンの汁 みそ i十 おでんの汁
(300 n世) (200 rne) (500 rne) 

食品の種類

導診 ぞ議l

(これだけ捨てると) 審更も

魚(Bが住める水質す 何風杯呂お?け(300Q)

OD  こ5必時要12な)に 4.7杯 24.7杯
るためi 水量 4.0 ヰ平

日本酒 米のとぎ汁 使用済の天ぷ
(180rne) (500 rne) ら油(500rne)

食品の種類

QQe P (これだけ捨てると)
4舟~ 

魚(るBたがoめ住Dに5必めm要gる12な)水水に質量す 24.0杯 4.0杯 330杯

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
が
生

活
す
る
上
で
一
人
ひ
と
り
が
「
汚
染
」

と
い
う
こ
と
を
身
近
に
感
じ
、
「
私
が

や
ら
ね
ば
」
と
い
う
使
命
感
を
持
ち
、

日
頃
か
ら
汚
染
防
止
に
心
が
け
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
環
境
と

共
存
す
る
新
た
な
生
活
様
式
(
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
)
を
心
掛
け

る
事
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
は
生
熊
学
(
エ
コ
ロ
ジ
ー
)
と
生
活
様

式
(
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
)
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、
人
間
と
動
植
物
お
よ

び
そ
れ
ら
を
支
配
し
て
い
る
気
象
、

土
壌
、
地
形
な
ど
す
べ
て
の
環
境
(

生
態
系
)
の
一
要
素
と
考
え
、
人
間

の
利
害
に
と
ら
わ
れ
ず
、
環
境
を
守

り
、
共
存
す
る
生
活
様
式
の
こ
と
。

っ“
唱
E
A

汚 染源 まぜ 策 方 法

天ぷら油など O 使いきる
0新聞紙などに吸わせてゴミとして出す

O三角コーナーに水切ネットをセット Lてその中に入れ

生 ごみ る

台 O 水I;JJが必要でないものは直接ゴミ袋に入れる

調理後の
0新聞紙なとに吸わせる、または拭く

残りi十など
Oできるだけ残り汁を作らない

Oスパゲッティなとのゆで汁は庭木などにまく

食f寸後策の11II.の 0新聞紙などで拭いた後j先う
所 物など Oソース、ケチャップなどを多用しない

洗 剤
O食器洗いはボールなどの中で行い、適量使用を心掛け
る

米のとぎ汁 0庭木などにまく

せっけん、 O必要以上の洗髪は避ける

風
シャンプー 0適量使用を心掛ける

呂lfbj淘l
0掃除は入浴後汚れが落ちやすいときに行う
0適量使用を心掛ける

湯
O 洗濯に使用する
0庭木などにまく

洗 洗剤など 0適量使用を心掛ける

j餐 洗濯水
Oすすぎ水で靴などを洗う
0庭などにまく

t 汚れ水 Oぞうきんはバケツ内で洗い、庭木なとにまく

ト山

放流水
0適正な使用、また清掃をする
0専門家に管理を委託する

そ 家庭マンホー
f。也〉 ル内の汚泥

0適時抜き取りをする

日常生活における汚染源とその対策方法表2



ー

川
内
の
年
中
行
事

そ
の
⑤
十
月

秋
傘st
刀て

り

秋
祭
り
は
、
い
わ
ゆ
る
「
祭
り
気

分
」
と
い
わ
れ
る
独
特
の
雰
囲
気
を

も
っ
祭
り
で
あ
る
。
特
に
男
の
子
に

は
一
年
の
中
で
最
も
期
待
さ
れ
る
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

道
後
平
野
(
松
山
平
野
)
で
は
、
城

下
祭
り
を
除
い
て
中
通
り
祭
り
と
い

い
、
十
月
十
四
日
が
宵
宮
、
十
五
日

に
宮
出
し
が
行
わ
れ
て
神
輿
が
お
旅

回
り
を
し
、
獅
子
舞
い
が
行
わ
れ
る
。

獅
子
舞
い
は
、
子
役
の
獅
子
起
こ

し
に
よ
る
三
番
受
・
傘
・
弓
・
鉄
砲
・

か
〈
ら

すま
し

ね

り

薙
万
と
神
楽
・
澄

・
練
・
千
鳥
に
、

切
物
と
い
わ
れ
る
相
之
切
・
(
中
之
切

・
と
ん
と
こ
)
の
三
種
類
の
獅
子
舞
い

も

ae引
0
‘

ド

と
、
親
爺
と
よ
ば
れ
る
子
供
に
よ
る

演
技
が
加
わ
つ
て
各
庭
ご
と
に
行
わ

れ
る
O

威
勢
の
よ
い
太
鼓
の
音
が
こ

だ
ま
し
て
、
あ
る
い
は
激
し
く
、
あ

る
い
は
優
雅
に
舞
わ
れ
る
獅
子
舞
い

は
、
古
来
の
伝
統
を
守
り
、
長
い
練

習
を
重
ね
て
継
続
さ
れ
て
き
た
が
、

ど
こ
と
も
後
継
者
難
に
頭
を
悩
ま
し

て
い
る
。
北
方
に
は
、
前
記
の
外
に

二
羽
獅
子
が
あ
り
、
郷
土
芸
能
を
守

り
続
け
て
い
る
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し

い
限
り
で
あ
る
。
神
輿
を
担
ぐ
人
は

み
こ
し
も

「
神
輿
守
り
」
と
い
っ
て

「え
ど
す

(
そ
ど
そ
)
」
に
「
力
紙
」
を
つ
け
、

子
供
た
ち
は
こ
れ
に
鈴
を
つ
け
、
豆
そ

し
ぼ
り
の
「
鉢
巻
」
に
わ
ら
じ
ば
き

で
参
加
し
た
近
年
は
派
手
に
な
っ
て

祭
り
の

「
ハ
ッ
ピ
」
を
着
る
者
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
部
落
に
よ
っ
て
は

「
チ
ハ
ヤ
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
着

て
担
ぐ
所
も
あ
る
。

神
宮
・
宮
総
代
が
神
輿
に
随
行
し

御
幣

・
提
婆
が
先
行
し
、
そ
の
後
に

き
ら
び
や
か
な
、
小
神
輿
・
大
神
輿

が
続
く
神
輿
の
渡
絵
は
絵
巻
物
で
あ

る
。
山
間
部
で

は
過
疎
の
影
響

で
担
ぎ
手
が
不

足
し
て
、
自
動

車
に
乗
せ
て
運

行
し
て
い
る
所

も
あ
る
。

お
旅
所
で
は

「
辻
う
け
」
と

い
っ
て
神
輿
守

り
を
接
待
す
る

た
め
、
に
ぎ
り

• 

飯
、
煮
込
み
を
つ
く

り
接
待
し
た
。
ま
た

大
人
に
は
景
気
を
つ

け
る
た
め
酒
肴
を
ふ

る
ま
っ
た
。

神
社
に
は
峨
が
は

た
め
き
、
街
に
は
万

国
旗
が
飾
ら
れ
、
夜

に
入
る
と
御
神
灯
が

と
も
さ
れ
、
手
提
灯

を
持
っ
て
練
り
歩
き

宮
入
り
に
よ
っ
て
幕

を
と
じ
る
。
井
内
・

則
之
内
で
は
宮
入
り

の
後
、
お
宮
で
子
供

相
撲
が
行
わ
れ
て
い

た。

しなま
る
お
残
の
に
蔵

品
提
地

問
霞
養
区
供
地方νU

 

4・・

川
内
町
の
西
方
、
南
北
に
流
れ
る
重
信
川
流

域
沿
い
に
は
、
北
方
か
ら
南
方
地
区
に
か
け
て

現
在
数
ケ
所
の
霞
堤
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
霞
堤

は
、
そ
の
昔
、
幾
度
と
な
く
河
川
が
氾
濫
し
、
地
域

住
民
を
苦
し
め
、
ま
た
家
畜
や
田
畑
に
も
多
大

の
被
害
を
与
え
て
い
た
が
、
今
か
ら
お
よ
そ
四

百
年
近
く
前
、
時
の
松
山
城
初
代
城
主
加
藤
嘉

明
の
老
臣
足
立
重
信
に
よ
っ
て
大
規
模
な
河
川

改
修
が
行
わ
れ
た
際
に
、
洪
水
を
最
小
限
に
押

さ
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
北
方
地
区
に
は
、
一
号
か
ら
四
号
ま

で
四
つ
の
霞
堤
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
で

一
番
北
寄
り
に
位
置
す
る

一
号
堤
の
中
ほ
ど
に

文
化
2
年

(
1
8
0
5
年
)
と
記
さ
れ
た
石
塚
が

あ
る
。
建
立
者
は
定
か
で
な
い
が
、
地
元
住
民

に
よ
る
と
度
重
な
る
水
害
に
よ
り
人
畜
被
害
に

司声
あ
っ
た
先
人
た
ち
の
苦
労
を
し
の
び
、

そ
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
方
で

は
、
享
保
年
間
や
天
明
年
間
に
起
こ

っ
た
大
飢
鐙
で
餓
死
し
た
農
民
遠
の

供
養
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
つ
の

日
か
昔
に
は
、
こ
の
地
を
往
来
す
る

旅
人
が
地
蔵
供
養
を
す
る
傍
ら
、

一

夜
宿
(
無
銭
宿
)
と
し
て
も
随
分
助

け
ら
れ
た
と
い
う
由
来
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
元
の
人
々
や
有
志
の

方
々
が
、
地
域
と
縁
の
深
い
こ
の
お

地
蔵
さ
ん
を
子
や
孫
、
曾
孫
ま
で
受

け
継
い
で
も
ら
お
う
と
、
大
東
亜
戦

争
以
来
、
途
絶
え
て
い
た
供
養
を
再

開
し
、
古
く
な
っ
た
お
堂
も
建
て
替

え
よ
う
と
、
約
三
年
程
前
か
ら
計
画

準
備
を
進
め
、
今
年
の
三
一
月
二
十
日

に
念
願
の
新
し
い
お
堂
が
、
完
成
し

ま
し
た
。

代
〈

υ
1
i
 

こ
れ
ま
で
供
養
は
、
年
一
回
裏
盆

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
再
建

を
機
と
し
て
、
今
後
は
、
毎
年
三
月
二
し

十
日
を
法
要
日
と
し
、
旧
海
上
地
域

(
現
在
の
上
海
上
区
と
下
海
上
区
)

の
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
供
養
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



平成5年度

川上・東谷・西谷

幼稚園児募集

11月1日から受付

川
上
・
東
谷
・
西
谷
各
幼
稚
園
の

入
園
顔
書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

口
入
国
該
当
児

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
元
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の

4
歳

同
F
U
''JJ 
昭
和
六
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の

5

歳
児

口
募
集
期
間

十
一
月
二
日
聞
か
ら
十
一
日
十

日
附
ま
で
。

口
申
込
方
法

入
園
願
書
そ
の
他
関
係
書
類
を

該
当
児
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
十

一
月
二
日
聞
か
ら
十
一
月
十
日

ω

の
聞
に
各
幼
稚
園
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

な
お
、
入
園
通
知
・
保
育
時
間

な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

幼
稚
園
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
し
ま

す。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
幼
稚
園

へ。

大
川
上
幼
稚
園
六
六

l
三
七
五
五

(
有
線
)
五
二
五
三

大
東
谷
幼
稚
園
六
六
|
三
七

O
八

(
有
線
)

二
五
三
二

大
西
谷
幼
稚
園

六
六
|
二

O
八
八

(
有
線
)
一

O
七

平成5年度

川内保育園
入園児募集

12月1日から受付

口
入
園
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前
の

幼
児
で
母
親
が
職
業
を
も
っ
て
い

た
り
、
妊
娠
中
で
あ
る
か
出
産
後

間
も
な
い
場
合
、
疾
病
等
の
状
態

に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護

し
て
い
る
な
ど
の
た
め
家
庭
に
お

い
て
保
育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
等
。
(
一
歳
半
以
上
)

口
申
込
方
法

十
二
月
一
日
か
ら
来
年
一
月
十

一
日
ま
で
の
聞
に
福
祉
課
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
入
所
申
請
書
等

必
要
書
類
は
、
福
祉
課
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

口
入
園
通
知

面
接
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

後
、
入
園
通
知
を
し
ま
す
よ
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
通
知
し

ま
す
。
)

口
保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

た
だ
し
、
町
長
が
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
午
前
七

時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
預

か
り
ま
す
。

(
尚
、
土
曜
日
は
、
午
後
一
時
ま

で
と
し
ま
す
。
)

14 

ス
ポ
l
V安
全
保
険
巴

加
入
じ
ま
じ
よ
う

f

平
成
五
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
受
付
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す。
子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
五
人

以
上
の
防
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
加
入
し
て
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償

責
任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
鎌
け
金
は
一
人
年
額
、

子
供
や
文
化
活
動
が
問

O
O円
、
一

般
は
、
一
、
二
一O
O円
(
老
人
ク
ラ
ブ

団
体
は
六

O
O
円
)
、
補
償
は
事
故
に

よ
る
死
亡
・
後
遺
降
客
が
二

0
0
0

万
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
五

0
0

万
円
)
、
入
院
一
日
に
つ
き
閥
、

0
0

0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
て
八

O

O
円
)
、
通
院

一
日
に
つ
き
一
、
五

O

O
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
て

0
0

0
円
)
、
競
償
責
任
は
対
人
が
一
億

円
、
対
物
が
五

O
O万
円
、
心
臓
麻

晶
体
な
ど
の
突
然
死
の
見
舞
金
一

0
0

万
円
で
す
。

お
申
込
み
と
お
間
合
わ
せ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
媛
県
支
部
(
含

四一

l
一
一
一
一
一

・
内
線
四
三
四
二
)

ま
で
。



• 

明宏明

実行委員会
発足/

開

川
内
町
商
工
会
(
林
英
人
会
長
)
で

は
、
平
成
六
年
開
通
予
定
の
四
国
縦

貫
松
山
自
動
車
道
川
内
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
(
仮
称
)
で
一
万
人
規
模
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
川
内
町
の
新
し

い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
の
記
念
と
、
あ

ら
た
な
飛
躍
発
展
へ
の
起
爆
剤
に
し

よ
う
と
約
半
年
前
か
ら
企
画
し
、
同

商
工
会
青
年
部
(
丹
生
谷
一
郎
以
下

十
四
名
)
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
機

関
等
へ
協
力
を
呼
び
か
け
た
結
果
、

こ
の
ほ
ど
、
実
現
化
に
向
け
て
の
第

一
歩
と
な
る
実
行
委
員
会
が
発
足
し

宇品

1
}
れ
ん
。

さ
る
十
月
一
日
町
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
た
初
会
合
に
は
、
町
商
工
会

や
松
山
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
を

は
じ
め
、
町
側
か
ら
森
町
長
以
下
三

役
、
さ
ら
に
建
設
省
や
日
本
道
路
公

団
の
松
山
工
事
事
務
所
関
係
者
ら
約

三
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
そ
し
て

当
会
の
企
画
立
案
者
で
代
表
世
話
人

• で
あ
る
川
内
町
商
工
会
青
年
部
部
長

の
丹
生
谷
一
郎
さ
ん
よ
り
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
向
け
て
の
熱
意
と
期
待
を
込

め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
出

席
者
の
紹
介
と
議
長
の
選
任
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
後
早
速
、
規
約
の
制

定
、
役
員
選
任
な
ど
議
案
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
気
込
み
を

感
じ
さ
せ
る
意
見
が
数
多
く
み
ら
れ

宇
品
ー
し
れ
~
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
コ
ン

サ
ー
ト
実
現
の
た
め
の
一
万
人
署
名

運
動
を
含
め
た
ム

l
ド
作
り
を
行
う

一
方
、
各
種
事
業
計
画
の
本
格
的
な

検
討
に
入
る
予
定
で
す
。

こ
の
企
画
が
是
非
と
も
成
功
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

教 室持?

『藤葉流・藤幸会」

舞踊
一あなたも踊りを

習ってみませんか=

4酔

日
本
舞
踊
と
い
え
ば
、
あ
ら
た
め

て
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遠

く
古
来
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
代
表
的

な
伝
統
芸
術
文
化
の

一
つ
で
あ
り
ま

す。
当
町
文
化
協
会
に
は
、
現
在
二
グ

ル
ー
プ
(
二
流
派
)
の
団
体
が
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
ム
寸
回
は
、
そ
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
藤
葉
流
藤
幸
会
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
昭
和
田
十
四
年
七

月
に
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
二
十
数

余
年
の
歴
史
が
あ
り
、
数
あ
る
文
化

サ
ー
ク
ル
の
中
で
も
有
数
の
活
動
歴

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
は
、
当

初
よ
り
藤
葉
幸
加
弥
(
加
藤
幸
子
)
先

生
で
、
現
在
町
内
外
を
含
め
、
五
歳

の
子
供
か
ら
八
十
五
歳
の
老
人
の
方

ま
で
六
十
五
名
の
会
員
を
有
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
稽
古
は
、
毎
週
木

曜
日
(
代
表
者
二
宮
悦
子
)
と
金
曜

日
(
代
表
者
渡
部
幸
子
)
に
そ
れ
ぞ

れ
一
回
ず
っ
、
い
ず
れ
も
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
町
中
央
公
民
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
成
果
は
、
毎
年

一

回
夏
に

「
お
さ
ら
い
会
」
と
称
し
て
、

町
中
央
公
民
館
大
ホ

I
ル
で
踊
り
の

発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

9 ほ
か
、
例
年
、
町
主
催
の
老
人
福
祉

大
会
や
町
内
各
地
域
の
敬
老
会
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
の
慰
問

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
見
難
し
く
思
わ
れ
が
ち
で
す
が

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
年
齢
に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
お
稽
古
の
時
は
、
手
足
の
痛

さ
も
忘
れ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
笑

い
の
絶
え
な
い
雰
囲
気
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
女
性
な
ら
ど

な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
礼
儀
作
法

も
身
に
つ
き
、
心
身
の
鍛
練
に
も
大

変
役
立
ち
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会

に
、
踊
り
を
習
っ
て
芸
の
巧
み
さ
と

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
入
会
に
関
す
る
詳
し
い
ご

相
談
は
、
次
へ
お
願
い
し
ま
す
0

0
川
内
町
教
育
委
員
会
文
化
係

合
六
六
1

四
七
二
一

有

線

五

九

一

一

O

川

内

町

中

之

町

二

宮

悦

子

含
六

六

二

五

八

O

O
川

内

町

下

仲

屋

渡

部

幸

子

告
六
六
|
五
一
一一一
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川
内
町
文
佑
協
会



耳
目

固
圃
-m 

年
金
制
度
は
、
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
の

仕
組
み
で
す

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、

社
会
全
体
で
考
え
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
も
は

や
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
保
険
料

を
負
担
し
て
、
お
年
寄
り
の
世
代
を

支
え
、
自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
と

き
は
、
次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ
て

支
え
て
も
ら
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
し

く
み
で
す
。

若
い
と
き
か
ら
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
、
今
の
時
代
の
お
年
寄

り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た

ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
、

経
済
的
な
保
障
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど
公

的
年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制
度
で

あ
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を
正
し
く

理
解
し
、
若
い
と
き
か
ら
し
っ
か
り

と
し
た
生
活
設
計
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
福
祉
課
年
金

係
(
含
六
六
|
一
一
一
一
一
一
二
、
有
線
一
一
一

一
一
一
一
一
一
)
ま
た
は
、
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ

-ν
 

11 庁雇
さ用月
やわ 保険

日推か
i 進受
30 月給
日間 H

税
の
おはなし

相
続
税
の改
正
点
を
探
る

O
基
礎
控
除
額
の
改
正

平
成
四
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続

が
あ
っ
た
場
合
の
遺
産
に
係
る
基
礎

控
除
額
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。定
額
控
除
四
、
八

O
O
万
円

(四、

0
0
0
万
円
)

比

例

控

除

九

五

O
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数

(八

O
O
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
)

(
)
内
は
、
改
正
前
の
金
額
で
す
。

例
え
ば
、
法
定
相
続
人
が
配
偶
者

と
子
供
二
人
の
場
合
は
、
遺
産
に
係

る
基
礎
控
除
額
は
次
の
図
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

O
申
告
と
納
付
期
限
の
改
正

平
成
四
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続

が
あ
り
、
相
続
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
の
申
告
と
納
付
の
期
限
が
、
死

亡
の
日
か
ら
一

0
ヶ
月
以
内
(
改
正

前
は
六
ヶ
月
以
内
)
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
七
年
ま
で
は
、
経
過

措
置
と
し
て
申
告
と
納
付
の
期
限
が

別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。
例
え
ば
、
平
成
四
年
中

に
相
続
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
死
亡

の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
か
、
平
成
四

年
十
二
月
三
十
一
日
の
ど
ち
ら
か
遅

い
日
が
、
申
告
と
納
付
の
期
限
に
な

り
ま
す
。の場合②。法定相続人が@と

(配偶者)

例えば

(基礎控除額)

官 4，800万円+950方向x3人=7，650万円-改正後

官 4，000万円+800万円x3人=6，400万円-改正前

(注)贈与税の基礎控除60万円は、改正されていません。

n
h
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1
よ

老
人
・
病
人
介
護
技
術

講
習
会
案
内

口

対

象

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

口

科

目

老
人
・
病
人
介
護
技
術

口

内

容

ヘ

基
礎
看
護
か
ら
老
人
介
護
ま
で
わnu
 

の
講
義
と
実
技
、
施
設
訪
問
等
辺

口

日

時

幻

一
平
成
4
年
ロ
月

1
8州
w
i

直

同
5
年
2
月
お
日

ω

…一

(
土
曜
、
日
曜
お
よ
び
祝
・
祭
、
/

日

を

除

く

)

勲

毎
日

9
時
却
分

1

職

日

時

却

分

ま

で

柑

県媛愛+AV 
み込し申

口

会

場

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

松
山
市
若
草
町
八
番
地
二

松
山
市
総
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ

定

員

一二

O
名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己
負
担
)

口

主

催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
締
切

日
月
初
日
幽



• 
• 

国
保だよ
り

国
保
の
大
き
な
目
的
は、

皆
さ
ん
が
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の

7
割

(
又

は、

8
割
)
を
負
担
し
た
り
、
出
産
や
死
亡
の
と

き
に
現
金
の
支
給
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
保
険
給
付
」
と
い
い
ま
す
。

こんな給付が受けられます。

こんなとき このような最寄付が 注意したいこと

療 養の
-病気になったとき かかった費用の3割または 2 国保を取り扱っている

給付
-ケガをしたとき 割を支払うだけで治るまで治 医療機関へ保険証を提
-歯が痛むとき 療がうけられます 示すること

-やむをえない理由で、国イ呆
審査のうえ、決定した額の7療 の取り扱いをしていない病 事情をよく審査したう

整 院で診てもらったときや、
割または 8割について払い戻

えで支給します
保険証が使えなかったとき

しがうけられます
費

/うーあ¥ -歩行不能，困難な患者の移 医者の指不があった場
送、手術後または重病等の q 合のみ事前に国保の承

けと ときの看護の費用 認が必要
らか
れら -あんま、はり、マッサージ、

q 医者の同意書が必要

場合る払漢い
きゅうの施術賞

-コルセットなどの補装具
し -輸血のための生血代

。 q 

を
、--"

国保の取り扱いをしている柔

-柔道整復師の施術費
道整復師で施術をうけた場合
には、医療機関と同様に一部
負担金で施術がうけられます

その偽の -子どもが生まれたとき 助産費が支給されます

豊富 fオ -加入者が亡くなられたとき 葬祭費が支給されます

Oこんなとき、

日nnu 日
nnu 

/
/
/
 

広
く
町
民
に
文
化
活
動
の
機
会
と

発
表
の
場
を
提
供
し
、
文
化
活
動
へ

の
意
欲
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、

川
内
町
の
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
第
十

九
回
川
内
町
文
化
祭
が
、
十
一
月
六

日
幽
か
ら
八
日
間
ま
で
の
三
日
間
、

川
内
町
中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
絵
画
、
書
道
、

写
真、

手
芸
、
陶
芸
、
生
花
、
盆
栽
な
ど
の

作
品
展
示
会
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
五

日
闘
に
は
、
前
夜
祭
と
し
て
、
藤
田

弓
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
文
化
講

演
会
、
七
日
同
に
は
、
素
人
の
ど
自

慢
大
会
、
八
日
制
は
芸
能
発
表
会
、

人
形
劇
、
映
画
会
、
ビ
デ
オ
大
会
、

囲
碁

・
将
棋
大
会
、
句
会
、
お
茶
会
、

文
化
財
巡
り
、
子
供
ひ
ろ
ば
、
バ
ザ

ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
物
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
十
九
回

川
内
町
文
化
祭

ご
案
内

4・b

文
化
講
演
会
の
ご
案
内

〈プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

昭
和
二
十
年
九
月
十
三
日
東
京
生

れ
の
東
京
育
ち
。
あ
る
大
き
な
企
業

の
創
始
者
の
孫
に
生
ま
れ
る
が
、
三

歳
で
父
を
亡
く
し
、
母

・
子
一
人
の

生
活
が
始
ま
る
。
小
さ
い
頃
は
カ
ギ

ツ
子
。
ラ
ジ
オ

「赤
銅
鈴
之
助
」
に

一
人
で
応
募
し
、
母
を
驚
か
せ
る
。

中
・高
校
の
頃
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

志
す
も
、

「男
女
差
別
が
無
く
て
実

力
本
位
、
生
涯
で
き
る
仕
事
は
な
い

か
」
と
考
え
、
都
立
高
校
卒
業
後
、

劇
団
文
学
座
に
入
り
、
女
優
の
道
を

め
ざ
す
。

昭
和
四
十
三
年
、

N
H
K
の
朝
の

~ 大会
演講

藤
田
弓
子
(
女
優
)

「
い
つ
も
何
か
に

と
き
め
い
て
い
よ
う
」

十
一
月
五
日
制
午
後
七
時

1

川
内
町
中
央
公
民
館

川
内
町
文
化
協
会

・
川

内
町
教
育
委
員
会

え
ひ
め
女
性
財
団

・
川

内
町

・
川
内
町
婦
人
会

四
O
O
円

← 17 

題師

大
日

時

大大
主場

イ窪所

大
後

援

女
聴
講
料

連
続
テ
レ
ビ
小
説

「あ
し
た
こ
そ
』

で
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
で

は
『
小
川
宏
、
ン
ョ

l
』「マ

l
姉
ち
ゃ

ん
』
、
映
画
で
は

『泥
の
河
』

『さ
び

し
ん
ぼ
什
つ
』
な
ど
に
出
演
。

N
H
K

の
「
連
想
ゲ
l
ム
』
で
は
女
性
軍
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
努
め
、
聡
明
で
愛
く

る
し
い
笑
顔
と
博
識
、
お
お
ら
か
な

人
柄
で
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
年
に
は
放
送
作
家
の
河

野
洋
氏
と
結
婚
す
る
も
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
等
に
出
演
し
、
女
優
の
傍
ら

レ
ポ
ー
タ
ー
、
ナ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事

も
こ
な
す
。



十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
策
の
基
本
は
、
日
頃
の
安
全
の
た
め

一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い
季
の
心
が
け
と
行
動
を
続
け
て
い
く
こ

ふ

節

で

す

。

と

で

す

。

皆

さ

ん

の

ご

家

庭

で

も

次

今
年
も
十
一
月
九
日
聞
か
ら
十
五
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
か
ら
家
を

日
間
ま
で
『
点
検
を
重
ね
て
築
く
N

火
守
り
ま
し
ょ
う
。

災
ゼ
ロ
u
』
を
統
一
標
語
に
、
秋
の
全

O

常
に
、
ガ
ス
器
具
を
点
検
し
ま

国
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
し
よ
う
。

本
町
で
も
、
十
一
月
十
五
日
闘
を

O
お
出
か
け
前
に
は
、
ガ
ス
の
元
栓

川
内
町
防
火
デ
!
と
し
て
、
川
中
グ
を
し
め
ま
し
ょ
う
。

ラ
ン
ド
に
お
い
て
防
火
訓
練
を
行
う
@
ご
家
庭
に
、
消
火
器
用
バ
ケ
ツ

ほ
か
、
地
区
毎
に
消
防
団
員
に
よ
る
や
水
槽
の
ご
用
意
を
。

各
世
帯
の
火
器
点
検
や
、
広
報
車
に

O

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
は
、

よ
る

P
R
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
ご
注
意
を
。

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

O

火
災
と
紛
ら
わ
し
い
行
為
は
、

火
災
は
、
い
つ
ど
ん
な
こ
と
か
ら
役
場
ま
た
は
消
防
署
へ
連
絡
を
。

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
防
火
対
(
異
常
乾
燥
時
に
は
特
に
注
意
)

調
訪日

臨

時
一
予
ト
9
0
u
 

火
釘
櫛
引

一~点検を撃まねて築く
f火災ゼtt'"一明

選予白?猪回
の
滝
ごま
案つ

四
国
の
山
々
も
紅
葉
に
染
ま
り
、

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
日
を
川
内
町
白

猪
の
滝
ま
つ
り
に
、
ご
家
族
お
揃
い

で
お
出
か
け
下
さ
い
。
み
ん
な
が
楽

し
め
る
催
し
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

〈

〉

と

き

十

一
月
三
日
(
祝
日
)

〈
〉
と
こ
ろ
河
之
内
問
屋
(
な
る

べ
く
パ
ス
使
を
ご
利
用

下
さ
い
)

※
営
業
所
発
九
時
・

十
時
三

O
分

十
五
時

※
滝
口
発

。
主
な
行
事

餅
ま
き
、
俳
句
会
、
お
た
の
し

み
抽
選
会
、
お
に
ぎ
り
無
料
サ

ー
ビ
ス
、
農
産
物
即
売
等

。

主

催

白
猪
の
滝
ま
つ
り
実
行
委
員
会

講
演
会
の
ご
案
内

十
一
月
十
五
日
(
日
曜
)

午
後

一
時
1

川
内
町
中
央
公
民
館

第

一
会
議
室

マ
演
題
『
儒
者
劃
慨
と
日
本
』

マ

講

師

村

上

恒

夫

氏

大
洲
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

マ
主
催
川
内
町
中
央
公
民
館

マ
後
援
川
内
町
教
育
委
員
会
・
川

内
町
文
化
協
会
・
川
内
中

央
読
書
会

※
講
演
の
前
に
、
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
及
び
作
品
の
朗
読

が
あ
り
ま
す
。

マ
日
時

マ
場
所

電話 66-4989
有線 3130 
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土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 11月23日(月)を11月24日ωに収集

ー・・咽骨骨骨咽..・"ーー... ~ ・..咽凶ーーーーーーー骨・・...ーーーーーーーーーー・ーーーー・・・ーーーーーーーーーーーーーーー-・・ーーーー，ーーーーー
木 井内

火・金 北方・南方
11月3日ωを11月4日闘に収集ーーー"・ー.軍司司----.・ーーーーーー ー・..司ーーーーーーーーーー・ー・・・・・・ーー・・..ーーーー・ーーーーーーーーーーー

火 奥松瀬川
週

前松瀬川(鳥の子を除く)
水・土

町筋(天神を除く)
変更なし

清掃センター1 1月ごみ収集計画1 . :e;t~ごみ

2. :eぇ，1dいごみ

収集地域 ガッス・空きビン類 空き缶等金物類 粗大ゴ 、、、、

東谷・西谷(井内を除く)
11月9日(月) 11月26日(木) 次回は12月です

天神・鳥の子・横瀬団地

北方・南方・奥松瀬川 11月10日ω 11月27日幽 次回は12月です

前松瀬111(鳥の子を除く)
11月11日同 11月25日同 次回は12月です

回T筋(天神を除く)

井内・土谷・滑川 11月12日(村 11月26日(材 次回は12月です

透明のビニール袋に入れて出しましょう!く〉

。。
唱
E
4

く〉詑電池は、
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第

8
回

川
内
音
楽
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
ご
案
内

P
ピ
ア
ノ
名
曲
の
旅

p

竹
/
何
回

十
三
時
三

0
分
間
場

十
四
時

0
0
分
間
演

川
内
町
中
央
公
民
館

• 五島麻登和ピアノリサイタル

sピアノソナタ第14番

-ー-「月光』トーヴェン
ほか6曲

大
年
会
費
(
一
月
1
十
二
月
)

個
人
会
員
二

1
0
0
0
円

家
族
会
員
五
、

0
0
0
円

食
会
員
外
参
加
費

大

人

一

、

0
0
0
円

学
生
(
高
校
生
以
下
)
五

O
O
円

詳
し
く
は
、
川
内
音
楽
の
森
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
(
包
六
六

|
五
三
四
一
・
北
条
宅
)
ま
で

11月健康センターだより

5B(:t) 胃、子宮 ・大腸・乳がん検診 (センター)

6日樹 健康教育「腰痛について」 (センター)

10 B (国 栄養学級 (センター)

13日樹 ファミリー健康相談・成人健康相談(前松瀬川公民館)

16尽(Jl) ヘルス事業 (生活改善センター・土谷公民館)

17 日 ~XJ 三種混合予防接種 (センター)

19臼(村 インフルエンザ予防接種 (センター)

21臼(t) 男のための料理教室 (センター)

24 Bω こころの健康相談 (センター)

26日休) 離乳食講習 (センター)

27日(金j ファミリー健康相談・成人健康相談(則之内西公民館)

毎週月曜日 不用犬買上げ (センター)

毎週水曜伝 健康相談・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談 (センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

き話番医

1 B (臼) 西野内科クリニック(牛淵) ft64-2200 

3臼(対 八木耳鼻咽喉科皮膚科(牛測) ft64-5400 

8 B(W 中川外科内科(南梅本町) ft76-7811 

15日(日) 藤石クリニック(志津川) ft64-1234 

22 B (Fl) 西村内科(志津川) ft64-2461 

23 B (月) 重信クリニック(志津川) 合64-1188

29日{日) 愛媛十全医療学院付属病院(南方) ft66-5011 

.. 砂

戸
籍
の
窓

(
九
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

安
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

員リ 天 保 宝 コ 出4某 J¥ 市 惣 中 コ
神 免 ス てず 回 ス 住
之
住 {主

モ 木オ県c ン
1ノコi、之 モ

!内11 
ユ/

j内11 所
内 i司F ι三一・ 司~三， 泉

ヨ
免 幡 場 下 町ン

岡 高 西 i度 杉 大 田 回 菅 黒 長 田 橋
須 井 白F弓金 保
山 賀 キナ 昔日 原 野 井 野 JII 我 中 本

音E 長蔓
政 英 官E日 光 優 範 茂 愛

達
宏 英
者

繁 男 俊 記 ，刃~三， 明 '申'"、 二仁と3 也 孝

長 長 長 長 長 長 長 長 品売

男 男 女 女 男 女 男 男 女 女 男 女 男
相丙

秀 俊 実 枝 圭 美 政 智 瑠 愛 手口 拓
前名里 愛

幸 徳 紗 香 祐 登 男 明 衣 ヌ労Iヨミ乙 基 実

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 生

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 年月

18 15 18 20 16 14 12 8 9 6 2 31 30 
日

女
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

西 手口 上 原 上
f宝

古 回 之 海
所

市 丸 町 沖 上

梅 池 名 菅
氏

出奇 JII 越 神 野

憲 正 モ
名

j原 ン 1青

44 44 70 85 59 齢年

梅 j也 名 メg
山奇 JII 越 神 野

世
、、、 帯
ヨ 由 手IJ

主
子 ヌ3土ヨに j原 文 j青

4 4 4 4 4 死
亡

9 9 9 9 8 年
月

28 23 9 5 31 日

19 
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菅
野
美
代
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レ
ヘ
悶
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の
子
に
声
援
や
運
動
会田

中

笹

子

渦
な
し
て
飛
び
た
つ
羽
音
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雀

菅

野

美

岬

婿
蛸
の
空
を
流
る
る
音
か
す
か

渡

部

束

穂

天
の
川
お
と
ぎ
の
国
に
孫
と
居
リ

宇
和
川
春
鳥

か
な
か
な
や
母
を
待
つ
子
の
長
き
影

渡
部
て
る
み

母
と
子
の
夜
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
天
の
川

青

野

八

重

孫
と
語
る
星
の
ロ
マ
ン
や
天
の
川

日
野
万
砂

臥
し
窓
に
上
弦
の
月
輝
け
り
池

上

美

子

晴
れ
切
り
し
夜
空
に
深
き
秋
田
掛
か
な

池

川

鯛
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0
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伊
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伊
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唱
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0
0申
ψ
の
前
。
伊
噌
O
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曲
一
豆
一
穣
の
里
に
神
輿
が
酔
う
て
来
る
豆
殻
も
焚
い
て
五
右
衛
門
風
自
の
母

吉

岡

岡

艶

女

山

本

紫

芳

お
揃
い
の
法
被
で
祭
り
盛
り
上
が
り
長
身
を
す
る
り
と
脱
い
だ
蛇
の
殻

渡

部

佐

久

良

近

藤

十

歩

面
白
い
と
こ
で
立
読
に
ら
ま
れ
る
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
臨
ん
で
い
る
仁

渡

辺

か

つ

乃

王

高

瀬

喜

撰

亭

眠
ん
で
る
案
内
子
を
馬
鹿
に
す
る
雀

l

川
内
町
文
化
祭
も
づ
く
吟
社
句
会

十

一
月
七
日
(
土
)
午
後
七
時
よ
り

佐
々
木
胡
舟

川
内
町
福
祉
館
に
て

健
康
に
そ
ぱ
殻
ま
く
ら
老
母
縫
う
〈
題
〉
①
飼
う
②
脱
線
③
旗

篠
森
美
登
里
文
化
祭
句
会
で
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
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秋
潮
の
高
鳴
り
に
臥
す
旅
の
宿

芦

田

幸

子

一
歩
又

一
歩
の
試
歩
よ
鰯
雲
戒

能

多

喜

あ
け
ぴ

峡
の
子
は
通
草
の
山
を
知
り
つ
く
す

樋

口

史

子

湯
上
り
に
出
て
半
月
の
夕
明
り

大

下

典

子

ピ
ス
ト
ル
の
音
に
昂
る
運
動
会

渡

部

栄

樹

熱
押
し
て
来
し
子
が
走
る
運
動
会

大

石

美

紗

こ
ほ
ろ
ぎ
や
知
り
尽
し
た
る
納
屋
の

闇

高

須

賀

子

耕

円

:
l
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一

d
l
i
た
め
で
し
ょ
う
。

一

一

、

家

庭

謡

フ

ド

ウ

酒

の

楽

し
み
方
に
は
、

…

一

h
w
μ
hリ
凶

監

鵬

い

ろ

い

ろ

な

説

が

あ

り

ま

す

。

赤

一

…

i
hi
la-

と
自
の
飲
み
分
け
に
つ
い
て
も
、

一

一

秋
が
深
ま
る
と
、
フ
ド
ウ
酒
の
肉
に
は
赤
、
魚
に
は
白
と
か
、
色
…

…

一
新
酒
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
国
産
介
類
に
赤
は
い
け
な
い
と
か
、
各

一

…
は
十
一
月
に
入
る
と
庖
頭
に
並
び
、
自
の
好
み
で
構
わ
な
い
な
ど
、
さ

一

一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
物
は
、
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
味
わ
っ
て
飲

…

一
日
本
で
は
十
一
月
の
第
三
木
曜
日
仁
に
は
、
グ
ラ
ス
の
足
を
持
っ
て

…

一

に

発

売

さ

れ

ま

す

。

光

に

か

ざ

し

て

色

を

楽

し

み

、

グ

一

…

ブ
ド
ウ
酒
は
、
ブ
ド
ウ
を
搾
つ
ラ
ス
を
揺
す
っ
て
香
り
を
楽
し
み
、

一

一
て
出
る
果
汁
を
発
酵
さ
せ
て

.

.

.

 次
に
少
量
を
口
に
ふ
く
ん
で
、

…

一
造
る
果
実
酒
で
す
。
最
近
は
、
込
圃
舌
の
上
で
転
が
す
よ
う
に
し

…

…

ワ
イ
ン
と
い
う
英
語
で
呼
ぶ

J
酬
圃
・
・
て
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
:
:
な

一

一
ほ
う
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。
民
国
・
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

ti-----------.

，
 

…

ワ
イ
ン
と
い
う
と
、
す
ぐ
ブ
、
自
国
国
十
一
月
は
、
「
ゆ
と
り
創
造

一

一
ド
ウ
を
連
想
し
ま
す
が
、
実
瑚
圃
・
月
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会

…

τ、ナ
シ
ワ
イ
ン
や
キ
ウ
イ
=
・
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゆ
っ
く

…

一

ワ
イ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
・
・
・
圃
り
フ
ド
ウ
酒
を
楽
し
む
な
ど
、

…

…

あ

り

ま

す

。

ゆ

と

り

の

あ

る

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

…

一

以
前
、
日
本
で
は
、
加
糖
し
た
甘
の
創
造
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て

一

…

い
ス
イ
|
卜
ワ
イ
ン
(
昔
は
ポ
ー
は
い
か
が
で
す
か
。

一

一
卜
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
い
ま
し
た
)

一
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
庄
司
一
半

t
A
F
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一
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…
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フ
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